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（１） 令和４年度 事業報告について 

 

１．教養講座 

 

〈１〉幸齢者大学 

第

一

回 

期 日 10 月 14 日（金） 10:00～12:00 

内 容 はじめてのスマホ体験講座 

講 師 スマートフォンアドバイザー 

参加人数   16 名         

第

二

回 

期 日 11 月 25 日（金） 10:30～11:30 

内 容 上大野地区防災講座「コール１１９－水戸の消防―」 

講 師 水戸市消防救助課職員 

参加人数   27 名      

第

三

回 

期 日 12 月 20 日(火) 9：00～11：30 

内 容 実技「お飾りづくり」 

講 師 飛田 邦夫 先生 

参加人数 20 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１－ 

 



 

〈２〉女性学級 

第 

一 

回 

期 日 6 月 24 日（金） 

内 容 移動学習 埼玉方面（古代蓮見学と行田八幡神社参拝） 

参加人数 新型コロナウイルス感染予防により参加者少数のため中止 

第

二

回 

期 日 10 月 14 日（金) 10:00～12:00   

内 容 はじめてのスマホ体験講座 

講 師 スマートフォンアドバイザー 

参加人数     16 名 

 

第

三

回 

 

期 日 12 月８日（木） 13：30～ 15：30 

内 容 実習「アート＆ﾄﾞﾗｲﾌﾗﾜｰ」 

講 師 近藤 佳代子 先生 

参加人数     12 名 

 

第

四

回 

 

期 日 ２月 27 日（月）  9：30～13：00 

内 容 実習「米粉料理教室」 

講 師 軽部 知美 先生 

参加人数   16 名  
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２．共催事業 

〈１〉家庭教育学級 

第

一

回 

期 日 7 月下旬   

内 容 「親と子の料理教室」 

講 師 食生活改善推進委員 

参加人数 新型コロナウイルス感染予防のため中止 

第

二

回 

期 日 ８月５日（金） 9：30～11：30 

内 容 「夏休み子ども書道教室」  

講 師 安藤 沙都子 先生 

参加人数  8 名 

第

三

回 

期 日 ８月 24 日（水）10:00～10:45  

内 容 親と子のふれあい体験教室「リトミック」 

講 師 高橋 優子 先生 

参加人数 18 名 

第

四

回 

期 日 12 月６日（火） 10：00～10：45 

内 容 親子リトミック  

講 師 高橋 優子 先生 

参加人数  23 名 
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〈２〉その他 

1．第 6１回上大野地区市民運動会 
 

 

 

 

2．上大野地区市民歩く会 

期 日 10 月９日 (日)  

参加人数 新型コロナウイルス感染予防のため中止 
 

 

 

 

3．第 42 回水戸郷土かるた三中地区大会 

期 日 1 月 14 日（土） 

参加人数 不参加    

 

 

4．第 42 回水戸郷土かるた中央大会 

期 日 2 月 18 日（土） 

参加人数 不参加 

 

 

 

5．第 29 回生涯学習ふれあい上大野まつり 

期 日 2 月 17 日（金）13：00～2 月 19 日（日）15：00 

内 容 
作品展示会 

 定期講座クラブ・一般サークル 

参加人数  ３６４名 
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期 日 10 月９日（日） 

参加人数 新型コロナウイルス感染予防のため中止 



（２） 令和４年度市民センター利用状況報告書

月　別

区　分 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数 人数 件数　％ 人数　％

市民センター 14 113 16 125 16 122 15 113 8 65 13 94 17 144 16 123 18 167 16 122 18 141 16 127 183 1,456 23.52% 18.16%

社教団体 3 31 2 49 3 33 5 57 2 11 4 156 2 21 2 29 4 29 27 416 3.47% 5.19%

市・県 6 86 6 93 8 111 8 131 7 49 7 87 10 130 9 139 9 108 8 102 11 197 11 160 100 1,393 12.85% 17.37%

その他 37 333 33 391 36 351 40 387 29 309 36 323 42 450 50 491 38 367 39 398 44 459 44 495 468 4,754 60.15% 59.28%

合計 60 563 57 658 63 617 68 688 46 434 56 504 69 724 79 909 67 663 65 651 73 797 75 811 778 8,019 100% 100%

午前 31 305 25 229 29 282 27 251 21 208 28 245 29 286 37 454 29 290 30 294 31 357 32 266 349 3,467 44.86% 43.39%

午後 17 139 19 208 25 239 29 281 18 144 23 198 29 294 31 327 27 233 28 269 32 309 29 349 307 2,990 39.46% 37.42%

夜間 11 99 8 111 9 93 9 103 6 71 5 58 9 129 10 120 9 107 6 80 9 123 10 124 101 1,218 12.98% 15.24%

午前～午後 1 20 4 75 1 5 1 6 1 8 1 7 1 7 1 6 1 7 4 71 16 212 2.06% 2.65%

午後～夜間 1 35 2 40 1 4 1 25 5 104 0.64% 1.30%

午前～夜間 0 0 0.00% 0.00%

合計 60 563 57 658 63 614 68 680 46 429 56 501 69 721 79 908 67 662 65 649 73 796 75 810 778 7,991 100% 100%

月曜日 8 59 12 88 9 78 6 68 3 18 9 86 13 99 11 84 9 75 10 80 15 116 11 78 116 929 14.91% 11.63%

火曜日 10 86 8 71 9 80 16 153 12 130 10 100 12 164 16 161 14 155 9 93 11 102 10 102 137 1,397 17.61% 17.48%

水曜日 11 108 10 103 16 180 14 161 12 98 12 108 12 121 15 149 13 150 8 92 14 179 11 119 148 1,568 19.02% 19.62%

木曜日 11 93 10 149 14 116 11 106 6 42 8 71 11 108 11 129 18 165 14 161 13 152 12 159 139 1,451 17.87% 18.16%

金曜日 6 45 6 48 5 46 5 24 4 22 7 31 7 83 9 82 6 42 7 48 7 48 12 99 81 618 10.41% 7.73%

土曜日 9 107 8 134 8 95 10 126 7 88 8 84 9 102 11 141 7 75 10 103 10 108 10 92 107 1,255 13.75% 15.71%

日曜日 5 65 3 65 2 19 6 42 2 31 2 21 5 44 6 162 7 72 3 91 9 161 50 773 6.43% 9.67%

合計 60 563 57 658 63 614 68 680 46 429 56 501 69 721 79 908 67 662 65 649 73 796 75 810 778 7,991 100% 100%

ホール 42 384 43 495 45 454 44 437 34 315 41 364 50 544 59 749 43 470 41 449 43 530 51 588 536 5,779 68.89% 72.32%

和室 2 10 3 13 1 4 3 20 0 0 9 47 1.16% 0.59%

会議室 17 165 13 147 17 143 23 227 12 114 14 122 17 152 17 134 19 157 22 180 24 204 23 207 218 1,952 28.02% 24.43%

調理室 1 14 1 16 1 17 1 16 1 15 2 25 1 15 2 22 1 16 3 42 1 15 15 213 1.93% 2.67%

合計 60 563 57 658 63 614 68 680 46 429 56 501 69 721 79 908 67 662 65 649 73 796 75 810 778 7,991 100% 100%

月　別

図書室 3 8 5 3 3 1 1 2 1 1  28 0.00%

５月 ６月 ７月

　（令和4年4月～令和5年3月）

１２月 １月 ２月 ３月８月 ９月 １０月 １１月４月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月

利用団体、時間帯、曜日、室別

１１月

利用団体,時間帯,曜日,
部屋別利用割合

合計 利用団体,時間帯,曜日,
部屋別利用割合１２月 １月 ２月 ３月

合計
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令和５年度水戸市上大野市民センター運営方針及び重点目標  （案） 

 

運 営 方 針 

 近年，人口減少社会や超高齢社会の到来をはじめ，都市化の進展，価値観の多様化，生活圏の

拡大など，市民を取り巻く状況は大きく変化している。 
 こうした状況にあっても，市民が安心して暮らし，幸せを感じられる豊かな地域を形成して

いくためには，今後ますます地域コミュニティ活動と生涯学習活動の推進が必要となる。 
 上大野市民センターにおいては，コロナ禍における感染症対策を徹底した上で，地域コミュ

ニティ活動の拠点として，その継続や発展に向けた支援に努めるとともに，生涯学習活動の拠

点として，その充実や成果を生かす環境づくりに努める。また，東日本大震災や令和元年東日

本台風での経験を踏まえ，地域防災活動の拠点としての機能充実を図っていくものとする。 
 

重 点 目 標 

１ 地域コミュニティ活動の推進 

⑴  地域コミュニティ活動の活性化 

  ア 地域自らが地域の将来像や課題を共有し，特色のある地域づくりや課題の解決を進め

ることができるよう，上大野地区コミュニティプランの実現に向けた取組への支援を促

進し，住みよいまちづくり推進協議会を中心とした自主的な活動を推進する。 
イ 各種コミュニティ団体等の活動を支援するとともに，ＮＰＯ等との連携を促進しなが

ら，よりよい地域づくりに向けた情報の共有化を進めるなど，地域コミュニティ推進体

制の充実，連携強化を図る。 

ウ 町内会・自治会への参加意識や自治意識の高揚を図るため，地域団体や関係機関と連

携強化を図り，地域コミュニティ活動内容を積極的に発信するとともに，地区会の基盤

である町内会・自治会の加入率の向上に努める。特に水戸市住みよいまちづくり推進協

議会との協働により，「みと町内会・自治会カード」事業の更なる魅力の向上を図る。 

エ 市民自らが意欲を持って地域活動に参加できるよう，一人一役運動を進めるほか，人

材育成のための研修会を通して，地域を支えるリーダーづくりを推進する。 

 

⑵  地域コミュニティ活動環境の充実 

 上大野市民センターにおける様々な活動環境の一層の充実に向け，施設の利用状況や

地域の実情等にあわせたコミュニティルームの積極的な利用を促進する。 
 
⑶  地域防災活動との連携 

   災害発生時の初動対応については，地域における防災組織が重要な役割を担うものであ

ることから，平常時より，地域での防災訓練への支援，地域における災害リスクや連絡体

制の確認を行うなど，上大野地区防災対策委員会との連携を図る。 
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２ 生涯学習活動の推進 

⑴ 学習機会の充実 

   生涯学習活動の拠点施設である市民センターにおいては，どのような状況下でも学びを

止めることなく，「個人の要望」する学習による生きがいづくりを進めるとともに，家庭教

育への支援や青少年の健全育成，少子・高齢化への対応などの「社会の要請」に応じた現代

的課題を取り扱った学習機会を提供する。 
そのため，水戸市における生涯学習事業を総称した「みと弘道館大学」に位置付けた，一

般教養講座や定期講座を開催するとともに，みと好文カレッジにおける事業を活用しなが

ら，市民のライフスタイルに定着し，生涯にわたって学び続けることができるよう，学習機

会の充実に努める。 
 

ア 市民ニーズを捉えた学習機会の提供 
市民の学習ニーズを把握し，健康で生きがいのある充実した人生を送ることができる

よう，生涯学習のきっかけづくりを図るとともに，それぞれの世代に合った学習機会の提

供に努める。 
イ 現代的課題を取り扱った講座の開催 

    変化の激しい社会情勢に対応していくため，成人学級，高齢者学級等の講座に現代的

課題を取り扱ったテーマを組み入れるなどの手法により，地域課題を主体的に捉える学

習機会の充実に努める。特に，デジタル・ディバイド解消のため，高齢者等に向けたＩＣ

Ｔリテラシーを身につける講座の充実に努める。 
    また，地域団体と市民センターが一体となった協働事業を積極的に展開する。 

ウ 家庭教育や子育てを支援する講座等の開催 
家庭は，子どもが基本的な生活習慣，生活能力，人に対する信頼感，豊かな情操，思い

やりや善悪の判断，自立心や自制心，社会的なマナーなどを身につける上で重要な役割が

あることから，家庭教育について考える機会を提供するため，学校等における家庭教育学

級や家庭教育講演会を開催する。 
また，未就園児の保護者が家庭教育について学び，各家庭が家庭教育に自主的に取り組

むことができるよう支援するため，家庭教育強化事業を実施する。 
 

⑵ 学習の成果を生かす環境づくり 

  生涯学習の成果がボランティア活動や地域づくりに生かせるよう，地域人材の発掘・育

成を行い，地域の活性化や特色あるまちづくりに生かしていくための環境づくりを進める。 
ア 地域資源の活用推進 

市内には，歴史的な資産や史跡をはじめ博物館，歴史館などの文化施設，学校や大学な

どの物的資源やそれぞれの施設に所属する職員などの人的資源があり，豊かな地域資源

に恵まれている。このような地域にある資源を活用した事業を開催するとともに，生涯学

習の振興に取り組む機関や団体との連携を図りながら，地域資源の有効活用を推進する。 
イ 学習の成果を発表する場の創出 
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上大野市民センターを会場に開催している講座の展示会や発表会など，生涯学習の成

果を発表する場を創出することにより，学習者同士や参加者との交流を拡大させ，新たな

ネットワーク構築に努める。 
ウ 学習の成果を地域活動に生かす仕組みづくり 

    生涯学習の成果をボランティア活動や地域活動に生かすことが，地域の活性化に大い

に役立つものと期待されている。市民センターで学んだ市民が，その成果を地域コミュ

ニティ活動につなげられるよう，人材の育成と活用に努める。 
エ 事業評価に基づく事業の推進 

上大野市民センターの講座や事業に参加した市民が日常生活の中で生涯学習の成果を

どのように生かし，また，地域の中でどれだけ活動に関わっているのかなど，事業の成果

を検証することが求められている。 
市民センターにおいては，実施した講座や事業について自己評価を行うとともに，自己

評価をもとに，運営審議会等第三者機関による検証を行い，効果的な事業運営を図る。 
 

⑶ 家庭・地域・学校の連携の強化 

 家庭・地域・学校が目標や課題を共有し，それぞれが連携して対応策について取り組む体

制を構築し，地域社会全体の教育力の向上を図ることができるよう，市民センターにおい

ては，それぞれをつなぎ結ぶ地域拠点施設としての機能充実に努める。 
ア 次代を担う子どもたちの「生きる力」を育む 

    地域，学校と連携を図りながら，様々な形で異なる世代での交流や大人と接する事業

など，子どもたちが地域活動に参加する場を提供し，地域社会全体で次代を担う子ども

たちの「生きる力」を育む活動の推進に努める。 
イ 社会全体で支える家庭教育 

    子どもたちが健全に成長していくためには，良好な家庭環境や社会環境を整える必要

がある。そのために，家庭の教育力の向上だけでなく，地域の人的資源を子育て支援事

業や学校活動支援事業に活用し，家庭教育を地域社会全体で支える仕組みづくりに努め

る。 
 



（３）令和５年度 年間事業計画（案）について 

月 日 主催事業 日 関連事業(住みよい上大野をつくる会等) 

4 
  ３ 女性会 総会 

  27 住みよい上大野をつくる会役員会 

5 

  18 住みよい上大野をつくる会総会 

  24 花苗配布（ベコニア 赤・ピンク） 

    

6 

９ 女性学級（移動学習） 12 花苗配布（サルビア赤・青、マリーゴールド黄色） 

23 女性学級（柔甘ねぎ料理講習会） 25 地区球技大会 

    

7 

７ 幸齢者大学・女性学級（交通安全教室） 上旬 地区花壇コンクール 

  ２ 那珂川水系クリーン作戦 

    

8 

４ 子ども教室（夏休みこども書道教室）   

 ９ 家庭教育強化事業 

（親子ふれあい教室（リトミック）） 

27 福寿のつどい（旧：地区敬老会） 

9 
    

    

10 

27 幸齢者大学（スマホ体験講座） １ 東部ブロック親善球技大会 

  ８ 市民運動会 

    

11 

未定 家庭教育強化事業 

（親子ふれあい教室） 

７ 防災対策視察研修会 

12 歩く会（千波湖方面） 

  21 上大野地区防災講習会（AED 講習会） 

12 

20 幸齢者大学（お飾りづくり）   

下旬 女性学級 

（お正月のアレンジメント） 

  

    

1 
下旬 女性学級（米粉料理教室） 27 地区郷土かるた大会 

    

2 

  中旬 中央地区郷土かるた大会 

  18 ふれあい上大野まつり 

    

3 
  上旬 花苗配布（パンジー） 
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○水戸市市民センター条例（抜粋） 

 

（趣旨） 

第１条 この条例は，地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２第１項の規定に基づき，市民セ

ンターの設置及び管理について必要な事項を定めるものとする。 

（設置） 

第２条 市民と行政との協働により，地域におけるコミュニティ活動及び生涯学習活動を推進するた

め，市民センターを別表のとおり設置する。 

（事業） 

第３条 前条に規定する市民センター（以下「センター」という。）は，次の各号に掲げる事業を行

う。 

(1) 地域コミュニティ活動の支援に関すること。 

(2) 生涯学習活動の推進に関すること。 

(3) 前２号に掲げるもののほか，設置目的の達成に必要な事業に関すること。 

（使用の許可） 

第４条 センターを使用しようとする者は，市長の許可を受けなければならない。許可に係る事項を

変更しようとするときも，また，同様とする。 

２ 市長は，管理上必要があると認めるときは，前項の規定による許可に条件を付すことができる。 

（使用の不許可） 

第５条 市長は，次の各号のいずれかに該当する場合は，センターの使用を許可しないことができる。 

(1) 公の秩序を乱し，又は善良な風俗を害するおそれがあるとき。 

(2) 施設又は設備を損傷し，又は滅失するおそれがあるとき。 

(3) 営利を目的として施設を使用するおそれがあるとき。 

(4) 特定の政党の利害に関する事業を行い，又は公私の選挙について特定の候補者を支持するおそ

れがあるとき。 

(5) 特定の宗教を支持し，又は特定の教派，宗派若しくは教団を支援するおそれがあるとき。 

(6) 前各号に掲げるもののほか，管理上支障があるとき。 

（権利譲渡等の禁止） 

第６条 第４条第１項の規定により使用の許可を受けた者（以下「使用者」という。）は，許可を受

けた目的以外にセンターを使用し，又はその使用の権利を譲渡し，若しくは転貸してはならない。 

（使用の許可の取消し等） 

第７条 市長は，使用者が次の各号のいずれかに該当する場合は，許可を取り消し，又は使用を中止

させ，若しくは制限することができる。この場合において，使用者に損害が生ずることがあっても，

市長は，その責めを負わない。 
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(1) 第５条各号のいずれかに該当するとき。 

(2) 許可の条件に違反したとき。 

(3) この条例又はこれに基づく規則に違反したとき。 

（原状回復等） 

第８条 使用者は，その使用を終わったとき，又は前条の規定により使用することができなくなった

ときは，自己の費用をもって直ちに整備し，原状に復さなければならない。 

２ 使用者が前項の規定による義務を履行しないときは，市長において自らこれを執行し，その費用

を使用者から徴収する。 

（損害賠償等） 

第９条 故意又は過失により施設，設備等を損傷し，又は滅失した者は，これを原状に復し，又は市

長が定める損害額を賠償しなければならない。ただし，市長が特別の理由があると認めるときは，

この限りでない。 

（市民センター運営審議会） 

第10条 センターの運営等に関する事項について，市長又は水戸市教育委員会の諮問に応じて審議す

るため，センターごとに市民センター運営審議会（以下「審議会」という。）を置く。 

（組織等） 

第11条 審議会は，市民活動団体の役職員，学校教育，社会教育及び家庭教育の関係者並びに学識経

験者のうちから，市長が委嘱する６人以内の委員をもって組織する。 

２ 委員の任期は，２年とする。ただし，補欠により委嘱された委員の任期は，前任者の残任期間と

する。 

３ 審議会に，委員の互選により会長及び副会長を置く。 

４ 会長は，審議会の会務を総理する。 

５ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故あるとき，又は会長が欠けたときは，その職務を代理する。 

（会議） 

第12条 審議会は，会長が招集し，会長は，会議の議長となる。 

２ 審議会は，委員の２分の１以上の出席がなければ開くことができないものとし，審議会の議事は，

出席委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決するところによる。 

（庶務） 

第13条 審議会の庶務は，市民協働部において行う。 

（平27条例９・一部改正） 

（委任） 

第14条 この条例の施行について必要な事項は，規則で定める。 

 

－11－ 


